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～ 一人一人がいきいき輝く 小谷っ子 をめざして ～ 

今週末は、いよいよ２０周年記念運動会です。毎日、子どもたちのキラリと輝く姿

が学校中に溢れています。 

今年の運動会は、音楽会と同様に「子どもプロジェクト」を立ち上げ、子どもたち

が運営に関わり進めています。うまくいくこともうまくいかないこともありますが、

教師が決めたことをこなす仕事ではなく、子どもたち自身が考え、感じ、動く主体的

な活動へと変化していけたらと考えています。それは、現代社会は「正解のない時代」

「変化の激しい時代」と言われ「今までと同じ」では、通用しないことが多い時代だ

からです。私たち教職員は、大人が経験したことがないこれからの時代を生きる子どもたちにとって必要な生きる力とは何

か、改めて問い直し、日々の授業や行事、学校生活のあり方について対話を重ねています。 

運動会についても、子ども達一人一人が自分ごととして関わり、成長の機会とするた

めに「見せるための行事」ではなく、子どもたちの学びの成果を発揮する場として位置

づけています。リレーや短距離走、表現種目は、体育の学習内容を授業で学び、その学

習過程を大切にしていくこと、運動会の運営では、子どもたちが自分事として進めてい

けるようなあり方について子どもたちと対話しながら進めていくことを確認し合い、

ここまで進めてきています。まだまだ模索中の部分も多いですが、「一人一人がいきい

き輝く小谷っ子」をめざして子どもたちと一緒に取り組んできました。 

 

子どもたちの学びを紹介します  

 

 

 

小谷村立小谷小学校      学校だより（２０２５年１０月）                    
                              

 

                              

令和７年９月２９日          

担当：（教頭） 

《全校リレー》 

リレーの醍醐味は、バトンパスです。全校リレーの初回練習では、オリン
ピック男子４００mの映像を見ました。４人の合計タイムでは、他国より遅
い日本チームが、３位になった場面です。単純に走力を足し算すれば、勝
てないはずなのに、バトンパスの力で４人の総合力が増す！これが、リレ
ーの醍醐味です。子どもたちは、全校リレーの練習で一人一人の走力を
超えるチームの力をどう引き出すかを、がんばっていました。声を掛け合
ったり走順を決めたり、みんなで相談していました。今年は、走順は子ど
も達が、決めています。走力だけでなく、それぞれの特徴を考えて、相談
していました。実際にレースをするときと、大きな声で声援を送っていまし
た。勝ち負けだけでない、チームで戦う良さを感じられるといいなと思っ
ています。 

 

 

 

《小谷小学校２０周年 運動会スローガン》 

君も主役にならないか？ さあ、はじめようか、運動会の時間だ！！ 

作戦会議中 
バトンの渡し方は、大丈夫？ 
走順は、これでいいかな？ 
 

学年種目 
連学年で行う学年種目は、準備や片付けも含めて自分たちの出番です。種目リ
ーダーになって張り切って声をかけている姿がありました。１，２年生は、玉
入れ、３，４年生はハリケーン、５，６年生は、綱引きです。全力で戦い、勝
っても負けてもお互いの健闘をたたえ合うそんな姿を期待しています。 
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今週末の運動会へ向けて、ラストスパートです。一人一人が

輝く運動会になるよう子どもたちと共にがんばります。応援よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

《 連 絡 》 

・運動会前日は、一斉下校１５：０５です。 

・運動会当日の下校は、保護者と一緒に下校となります。特別便は、ありません。 

・登校バスは、栂池線・白乗線・小谷線は平日ダイヤ時刻と同じです。土谷線・北小谷線は、特別便とな   

ります。（運動会通知をご確認ください。） 

 表現には「リズムに乗って踊る」「イメージを創
造しなり切って踊る」の２つがあります。３，４年生
は、曲の中にショックを受けた時の「ガ～ン」のイ
メージを表現するところがあります。それぞれ違
った「ガ～ン」がとても面白いです。５，６年生は、
新聞になり切って動きました。よく見て想像して
の表現、細かなところまで表現していました。 

 

表現力の育成は、小谷小の子どもたちが課題としている点の一つでもあ
ります。違いを認めあい、協力して一つの作品を作る過程の中で、感じ
合い、伝え合う良さが広がってきています。運動会当日まで１週間、ま
だまだ子どもたちの成長が楽しみです。 
オープニングは、ノリノリジンギスカンダンスもあります。子どもたち
が心を開いてのびのびと表現できるようぜひ一緒に盛り上がってくださ
い！ 
 

《表現》 
体育の表現の授業では「心と体を解放し、自己表現を楽しむ」「多様な
他者と協働しながら創造的に活動する」「即興的に踊り、交流する」姿
をめざしています。決められた振りを覚える、揃えることめざすので
なく、自分らしさを表現できるように授業に取り組んできました。 
全校体育では、異学年でペアになって遊んだり、友達の動きをまねし
たり、ジンギスカンを踊ったりして、心と体を思い切り開放し、「ナイ
ス！」の肯定的な声がけを送り合いました。動きづくりの視点も学
び、その後の各学年の授業に生かされていました。 

リーダーが操る新聞紙になり切って表現 

突き刺すような戦いチョキポーズ 

応援団練習中 

全身で思いきり！ジャンプ！ 

ナイス！ 

お気に入りのポーズいっぱいできたよ 

見せ合いっこをして、お互いのいいところを伝え

合いました 

 リズムに乗って弾む１，２年生は、オリジナルポーズも元気な声
もバッチリ。いろいろな人とペアになり活動している１，２年生、
「いろいろな人から違うアドバイスをもらえる」「みんなのいい
動きや面白い動きを吸収できる」と振り返り「みんなちがってみ
んないい」に気づくことができました。 

 

《運動会プロジェクトのひとこま》 
地域発信プロジェクトでは、ケーブルテレビの
運動会の宣伝をしました。応援団とコラボして
元気のいい声で２０周年記念運動会をPRし
ていました。楽しく伝えようとアドリブでコメン
トを付け加える６年生。さすがです。 


